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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知

らせいたします。 
 

記 
 
 １．平成23年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） ２,３００ ８０ ５０ ４８ ２.４４

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２,０８０ △１４５ △１８６ △１９８ △１０.０６

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２２０ △２２５ △２３６ △２４６ －

増 減 率（％） △９.６ － － － －

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成22年3月期第2四半期） １,４９７ △３３３ △３４２ △２０２ △１０.３１

 
 
 ２．平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ４,７００ １５０ ９０ ８５ ４.３２

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ４,４５０ △８５ △１７０ △１８５ △９.４０

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２５０ △２３５ △２６０ △２７０ －

増 減 率（％） △５.３ － － － －

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） ３,３９０ △５１８ △５６７ △５１９ △２６.３９

 



    

－ ２ － 

 
 ３．平成23年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） １,７００ ２５ ５ ３ ０.１５

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １,５３０ △１８０ △２０２ △２０９ △１０.６２

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１７０ △２０５ △２０７ △２１２ －

増 減 率（％） △１０.０ － － － －

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成22年3月期第2四半期） １,３８６ △３２６ △３４１ △２０１ △１０.２２

 
 
 ４．平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ３,５００ ５５ １５ １０ ０.５１

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ３,３００ △１５０ △１９５ △２０５ △１０.４２

増 減 額（Ｂ－Ａ） △２００ △２０５ △２１０ △２１５ －

増 減 率（％） △５.７ － － － －

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） ２,７２８ △５６４ △５９３ △５４３ △２７.６４

 
 
 ５．修正の理由 
（第２四半期累計期間） 

当第２四半期累計期間の業績は、カーシート部門を主たる事業としている中国では、自動車業界の回復に伴

い、生産・販売とも前年同期比では大きく回復いたしましたが、当初計画の達成までには、今少し至らない見

込みとなりました。国内では、同様に自動車業界の回復に伴って、カーシート部門の生産・販売は、当初計画

を上回る水準で推移しておりますが、一方で、靴部門・インテリア部門では、引き続くデフレと個人消費の低

迷など、厳しい外部環境を反映して、前年同期比での販売回復は着実に進んでいるものの、回復のスピードが

緩やかになっているため、国内全体としては、計画の達成には至らない見込みとなりました。 

（通期） 
通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の実績が、厳しい景気動向から国内の業績を主因とし

て当初計画の進捗が遅延したことを踏まえ、下半期については、国内の業績は回復基調にはあるものの、第２

四半期累計期間の計画遅延を挽回するまでには至らないと想定し、その他中国も含め全般的な業績予想の検討

を行い、前回予想を修正いたしました。 
 
 
（注）上記の予想は発表日において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因に

より予想数値と異なる場合があります。 
以  上 


